
１ 子どもや保護者の教育的ニーズを的確に捉え、そのニーズに沿った支援を

行います。

２ 保育所・幼稚園等、小・中学校において、障がいのある方との体験的な交

流等を通して、子どもたちが発達段階に応じて障害について学ぶ環境を整え

ていきます。

３ 特別支援教育コーディネーターを要とした校内委員会を中心に、保護者と

連携を密にするとともに、両者で作成した連携型個別指導計画等に基づき、

意図的・計画的・組織的な支援の充実を図ります。

４ 保育所・幼稚園等、小・中学校及び関係機関と子ども一人一人の情報を共

有するなど、連携をより一層強化し、各園や学校の状況に即した特別支援教

育の体制整備を推進します。

５ 障がいのある方の自立支援に向けて、保護者、地域及び市民に対して特別

支援教育に関する理解啓発を進めていきます。

概要版

あきる野市特別支援教育推進計画
― 第４次計画 ―

あきる野市教育委員会

基本理念

特別支援教育における５つの視点

すべての子どもたちを大切にする特別支援教育の推進



関係機関との連携を計画的に進め、切れ目のない支援を推進するとともに、特別支援教育の

理念や基本的な考え方が市民全体に共有されることを目指します。
3

障害の有無に関わらず、次世代を担う全ての子どもたちが自立と社会参加を目指し、

自己の能力を十分に発揮できる教育環境を整備します。
2

小・中学校及び就学前施設おいて、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒への

指導力の向上と特別支援教育への理解を一層深めます。
1

計画の方向性

あきる野市特別支援教育推進計画（第４次計画）の期間は、令和６年度から

令和８年度までの３年間

計画の位置付け

計画の期間


